


渡　辺　史　郎�

◎北村　　收　○安藤　　博�
　八木　嘉之　　北川　元気�
　宮田　茂雄　　谷口　典隆�
　安澤　　勝　　野村　郁雄�

◎有馬　裕次　○杉本　君江�
　前川　春夫　　山田多津子�
　辻　真理子　　徳永ひで子�
　田中　滋康　　西川　正義�

◎馬場　和子　○小川喜三郎�
　山内　善男　　上杉　正敏�
　渡辺　史郎　　矢吹　安子�
　赤井　康彦　　安居　正倫�

◎西川　正義　○矢吹　安子　　山田多津子�
　安居　正倫　　上杉　正敏　　小川喜三郎�
　辻　真理子　　有馬　裕次　　谷口　典隆�
　前川　春夫　　北川　元気　　宮田　茂雄�

◎八木　嘉之　○馬場　和子　　徳永ひで子�
　北村　　收　　野村　郁雄　　安藤　　博�
　西川　正義　　山内　善男�

◎西川　正義　○安藤　　博�
　杉本　君江　　安居　正倫�
　辻　真理子�

辻　真理子　　有馬　裕次　　小川喜三郎　　山内　善男�
山田多津子　　徳永ひで子　　野村　郁雄　　安居　正倫�
安澤　　勝　　八木　嘉之　　矢吹　安子　　谷口　典隆�
渡辺　史郎　　前川　春夫　　北村　　收�

宮田　茂雄� 有馬　裕次　　小川喜三郎　　山内　善男�
上杉　正敏　　田中　滋康　　宮田　茂雄�
西川　正義　　安藤　　博　　前川　春夫�
北村　　收�

◎有馬　裕次　○山田多津子�
　上杉　正敏　　安居　正倫�
　小川喜三郎　　安澤　　勝�
　馬場　和子�

◎辻　真理子　○前川　春夫�
　安澤　　勝　　安藤　　博�
　北村　　收�

赤　井　康　彦� 谷　口　典　隆�





予算特別委員会の審査状況�



�

安
藤
　
　
博�

�

問
　
滋
賀
県
は
、
滋
賀
県
地

域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害

対
策
編
）
の
見
直
し
に
係
る

検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
議

論
に
入
っ
た
。
彦
根
市
地
域

防
災
計
画
を
見
直
す
に
あ
た

り
、
検
討
委
員
会
内
の
情
報

収
集
と
彦
根
市
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
手
段
に
つ
い
て
問

う
。
ま
た
、
滋
賀
県
の
見
直

し
案
を
、
ど
の
よ
う
に
リ
ン

ク
さ
せ
て
い
く
の
か
。�

答
　
情
報
収
集
に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
の
傍
聴
に
よ
り
、

本
市
の
意
見
反
映
に
つ
い
て

は
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出

し
反
映
を
求
め
て
い
く
。
県

の
見
直
し
案
と
本
市
地
域
防

災
計
画
の
リ
ン
ク
に
つ
い
て

は
、
整
合
の
図
れ
な
い
事
項

が
あ
れ
ば
調
整
し
な
が
ら
計

画
見
直
し
を
推
進
す
る
。�

�

上
杉
　
正
敏�

�

問
　
現
在
、
彦
根
市
消
防
本

部
で
は
、
救
急
車
４
台
で
運

用
し
て
い
る
が
、
過
去
に
４

台
で
不
足
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
か
。�

答
　
救
急
車
４
台
が
全
て
出

動
中
に
新
た
な
救
急
要
請
を

受
け
た
ケ
ー
ス
は
、
平
成
21

年
に
１
件
、
平
成
22
年
に
８

件
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
事

態
で
は
消
防
車
と
救
急
車
が

連
携
し
た
「
Ｐ
Ａ
連
携
出
動
」

で
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
。�

問
　
今
後
、
消
防
力
整
備
指

針
に
基
づ
く
５
台
体
制
で
の

運
用
は
。�

答
　
５
台
に
す
る
に
は
、
消

防
職
員
の
増
員
や
救
急
救
命

士
の
養
成
、
車
両
の
配
置
場

所
等
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
必

要
と
さ
れ
る
の
で
、
現
在
、

総
合
的
に
検
討
中
で
あ
る
。�

�

馬
場
　
和
子�

�

問
　
彦
根
市
役
所
は
災
害
本

部
機
能
を
発
揮
で
き
る
の
か
。�

答
　
現
在
の
庁
舎
は
耐
震
性

能
が
低
い
た
め
、
災
害
時
に

被
災
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め

災
害
対
策
本
部
機
能
が
発
揮

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。�

問
　
耐
震
改
修
に
よ
る
間
仕

切
り
壁
や
柱
の
補
強
・
増
設

に
よ
る
影
響
は
な
い
の
か
。�

答
　
耐
震
補
強
改
修
に
よ
り

フ
ロ
ア
面
積
の
20
〜
30
％
程

度
の
減
少
を
想
定
し
て
い
る
。�

問
　
災
害
対
策
本
部
機
能
、

市
民
生
活
を
統
括
す
る
施
設

と
し
て
全
面
建
て
替
え
も
視

野
に
し
た
長
期
対
策
が
必
要
。�

答
　
庁
舎
耐
震
整
備
基
本
計

画
策
定
後
、
来
年
以
降
実
施

設
計
へ
と
移
行
の
計
画
。
現

段
階
で
は
庁
舎
の
全
面
建
て

替
え
は
考
え
て
い
な
い
。�

�

徳
永
ひ
で
子�

�

問
　
災
害
発
生
時
の
住
民
基

本
台
帳
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス

に
被
災
者
台
帳
を
作
成
し
、

被
災
状
況
を
入
力
す
る
こ
と

で
、
「
り
災
証
明
書
」
の
発

行
か
ら
、
支
援
金
や
義
援
金

の
交
付
、
救
援
物
資
の
管
理
、

仮
設
住
宅
の
入
退
居
な
ど
一

元
的
に
管
理
で
き
る
「
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
、
平

時
に
導
入
・
運
用
す
る
考
え

は
。�

答
　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

と
し
て
、
災
害
関
連
の
膨
大

な
行
政
事
務
に
よ
り
、
迅
速

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

円
滑
に
行
え
な
か
っ
た
事
例

を
鑑
み
、
今
年
度
に
策
定
す

る
本
庁
舎
耐
震
工
事
基
本
計

画
に
合
わ
せ
て
、
情
報
通
信

設
備
等
の
機
能
強
化
の
一
環

と
し
て
導
入
を
検
討
す
る
。�



�

山
内
　
善
男�

�
問
　
福
島
原
発
の
放
射
能
汚

染
は
東
京
、
静
岡
に
も
及
び

50
㎞
圏
の
飯
舘
村
で
さ
え
全

村
避
難
と
な
っ
た
。
福
井
原

発
か
ら
50
㎞
圏
の
彦
根
で
も

北
風
で
同
様
の
事
態
も
想
定

さ
れ
る
。
市
民
の
安
全
を
守

る
立
場
か
ら
、
福
井
原
発
の

安
全
総
点
検
、
協
定
締
結
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
計
画

的
転
換
を
政
府
や
電
力
会
社

に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。�

答
　
質
問
者
と
同
様
の
立
場

で
取
り
組
ん
で
い
く
。�

問
　
県
内
隣
接
の
４
市
長
名

で
福
井
原
発
の
電
力
会
社
へ

要
請
さ
れ
た
が
、
獅
山
市
長

の
み
欠
席
さ
れ
た
。
市
民
の

不
安
を
受
け
止
め
参
加
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。�

答
　
翌
日
の
日
程
が
あ
り
調

整
で
き
な
か
っ
た
。�

�

矢
吹
　
安
子�

�

問
　
囲
碁
・
将
棋
は
、
人
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
と
絆
が
大

切
で
あ
る
。
頑
張
る
気
持
、

人
の
気
持
を
察
す
る
心
、
自

分
の
負
け
を
認
め
る
心
を
通

し
た
礼
儀
作
法
が
養
わ
れ
る
。

「
直
弼
杯
」
の
評
価
は
。�

答
　
昨
年
の
大
会
で
は
市
内

参
加
者
が
将
棋
69
％
、
囲
碁

66
％
と
高
く
、
日
頃
鍛
え
た

腕
前
を
試
す
効
果
が
大
き
い
。�

問
　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
「
将

棋
教
室
」
の
指
導
者
は
無
償
、

プ
ロ
の
棋
士
を
招
く
な
ど
、

か
か
る
費
用
の
予
算
化
は
。�

答
　
費
用
は
、
市
で
も
計
上

し
て
い
る
が
、
今
後
、
必
要

が
あ
れ
ば
、
更
に
対
応
す
る
。�

問
　
二
世
代
三
世
代
交
流
は
。�

答
　
将
棋
教
室
の
受
講
者
と

高
齢
の
愛
好
者
と
の
対
戦
な

ど
の
催
し
物
の
開
催
を
検
討
。�

�

北
川
　
元
気�

�

問
　
子
ど
も
た
ち
の
命
を
つ

な
ぐ
小
学
校
給
食
は
、
安
全

安
心
が
保
た
れ
て
い
る
か
。�

答
　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
十
分

配
慮
し
た
安
全
安
心
で
健
康

に
最
も
良
い
献
立
メ
ニ
ュ
ー

を
作
成
し
提
供
し
て
い
る
。�

問
　
主
食
が
ご
は
ん
の
完
全

米
飯
に
す
る
の
は
ど
う
か
。�

答
　
米
飯
給
食
の
利
点
も
認

識
し
な
が
ら
、
米
粉
パ
ン
の

使
用
な
ど
も
取
り
入
れ
魅
力

あ
る
学
校
給
食
に
努
め
る
。�

問
　
課
題
、
問
題
に
対
し
て

今
後
の
取
組
は
。�

答
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
で

の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
米

飯
給
食
に
対
す
る
意
見
を
受

け
止
め
、
食
育
の
理
念
に
則

っ
た
地
産
地
消
や
食
に
関
す

る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。�

�

有
馬
　
裕
次�

�

問
　
独
居
高
齢
者
の
夏
場
の

見
守
り
が
地
域
の
課
題
と
あ

る
が
ど
の
よ
う
な
取
組
か
。�

答
　
地
域
等
で
は
民
生
委
員

児
童
委
員
に
よ
る
高
齢
者
世

帯
の
実
態
調
査
や
老
人
ク
ラ

ブ
に
よ
る
友
愛
訪
問
、
介
護

保
険
利
用
者
に
は
生
活
支
援

相
談
員
や
介
護
保
険
事
業
者

の
定
期
的
な
関
わ
り
が
あ
る
。�

問
　
地
域
福
祉
の
取
組
は
。�

答
　
地
域
住
民
が
多
様
な
生

活
上
の
課
題
に
注
目
し
、
自

発
的
積
極
的
に
そ
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
活
動
展
開

し
て
い
る
。
福
祉
は
行
政
が

行
う
と
し
て
い
る
考
え
か
ら

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
地
域

福
祉
の
考
え
方
へ
移
行
を
目

指
す
。
広
報
や
計
画
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
で
自
治
会
に
お
知
ら

せ
す
る
。�



�

田
中
　
滋
康�

�

問
　
改
正
介
護
保
険
法
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

柱
に
24
時
間
対
応
の
定
期
巡

回
型
訪
問
介
護
・
看
護
サ
ー

ビ
ス
を
創
設
す
る
。
要
介
護

者
に
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
の
取
組

と
介
護
事
業
計
画
策
定
の
日

程
は
。�

答
　
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進

す
る
た
め
に
地
域
に
お
け
る

課
題
を
把
握
し
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
医

療
、
介
護
の
連
携
を
図
り
、

予
防
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
含

む
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
た
め
の
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
。
第
５
期
介

護
事
業
計
画
は
、
６
月
に
高

齢
者
や
利
用
者
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
11
月

に
素
案
を
、
12
月
に
パ
ブ
コ

メ
を
実
施
、
３
月
に
決
定
の

予
定
。�

�

辻
　
真
理
子�

�

問
　
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
候
補
地
調
査
の
詳
細
は
。�

答
　
卸
売
市
場
に
お
い
て
実

際
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

建
設
が
可
能
か
検
討
中
。
彦

根
市
７
中
学
校
と
豊
郷
町
小

中
学
校
の
食
数
４
５
０
０
食

と
彦
根
市
７
中
学
校
と
犬
上

３
町
の
小
中
学
校
６
０
０
０

食
の
２
パ
タ
ー
ン
の
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
、
そ
れ
ぞ
れ

平
屋
建
て
、
２
階
建
て
で
建

設
し
た
場
合
の
図
面
等
の
作

成
を
業
者
委
託
し
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ

い
て
は
、
文
化
財
、
土
壌
汚

染
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

土
質
、
排
水
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
事
務
局
が
関
係
各

課
等
へ
の
確
認
お
よ
び
卸
売

市
場
建
設
時
の
資
料
を
活
用

し
調
査
を
行
っ
て
い
る
。�

�

宮
田
　
茂
雄�

�

問
　
事
業
が
休
止
状
態
に
な

っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。�

答
　
ル
ー
ト
の
決
定
に
お
い

て
、
県
が
示
す
計
画
ル
ー
ト

と
地
元
要
望
の
ル
ー
ト
が
一

部
折
り
合
わ
な
い
た
め
。�

問
　
各
集
落
毎
、
個
別
の
事

情
を
把
握
し
て
い
る
か
。�

答
　
地
元
調
整
の
中
で
個
別

事
情
を
把
握
し
て
い
る
。�

問
　
休
止
状
態
を
打
開
す
る

た
め
の
対
策
は
。�

答
　
了
解
が
得
ら
れ
て
い
な

い
集
落
か
ら
の
要
望
に
対
し

県
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
地
元

と
の
話
し
合
い
を
進
め
る
。�

問
　
完
成
目
標
の
平
成
28
年

度
の
完
成
見
込
み
は
。�

答
　
財
源
確
保
と
地
元
同
意

を
得
て
目
標
年
度
ま
で
に
完

成
す
る
よ
う
努
め
る
。�

�

山
田
多
津
子�

�

問
　
国
保
は
社
会
保
障
制
度

で
あ
る
が
、
全
国
で
国
保
料

が
高
い
こ
と
が
大
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
国
が
補
助
率
を

半
減
し
た
こ
と
が
赤
字
会
計

に
な
っ
て
い
る
大
き
な
原
因

で
あ
る
。
収
入
の
１
割
以
上

が
国
保
料
に
な
る
な
ど
彦
根

で
の
滞
納
世
帯
は
２
２
７
９

件
で
加
入
世
帯
の
15
％
に
も

の
ぼ
る
。
国
の
補
助
率
を
引

き
上
げ
さ
せ
る
こ
と
と
市
独

自
の
繰
り
入
れ
を
行
い
国
保

料
の
引
き
下
げ
を
す
る
べ
き
。�

答
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
国
保
以
外
の
被
保
険

者
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
で

適
当
で
な
い
と
考
え
る
が
、

今
後
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
も
検
討
し
、
保
険
料

の
抑
制
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。�



�

八
木
　
嘉
之�

�
問
　
高
宮
西
第
一
処
理
分
区

と
彦
根
東
処
理
分
区
の
具
体

的
な
整
備
計
画
を
問
う
。�

答
　
前
者
は
概
ね
５
年
〜
６

年
で
完
成
出
来
る
計
画
で
進

め
る
。
後
者
は
区
域
が
大
き

い
こ
と
、
重
要
埋
設
物
が
輻

輳
し
て
お
り
、
整
備
完
了
ま

で
に
は
時
間
を
要
す
る
。�

問
　
水
洗
化
普
及
率
の
向
上

を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。�

答
　
下
水
道
へ
の
接
続
が
多

額
の
資
金
を
伴
う
こ
と
か
ら

簡
単
に
い
か
な
い
が
、
訪
問

啓
発
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。�

問
　
汚
水
私
費
の
原
則
か
ら

使
用
料
の
改
定
に
も
踏
み
込

ん
だ
議
論
を
す
べ
き
で
は
。�

答
　
今
後
の
経
済
や
財
政
の

状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、
適

切
な
時
期
に
具
体
的
な
使
用

料
改
定
の
検
討
を
し
た
い
。�

�

小
川
喜
三
郎�

�

問
　
22
年
度
の
事
業
概
要
は
。�

答
　
一
部
の
地
形
測
量
、
ト

ン
ネ
ル
の
設
計
に
必
要
な
ボ

ー
リ
ン
グ
や
弾
性
波
探
査
等

の
地
質
調
査
を
道
路
設
計
は

こ
の
道
路
の
原
町
交
差
点
部

分
と
古
沢
町
交
差
点
部
分
の

詳
細
設
計
を
実
施
さ
れ
た
。�

問
　
23
年
度
の
事
業
概
要
は
。�

答
　
道
路
の
詳
細
設
計
や
調

査
結
果
に
基
づ
き
今
年
度
か

ら
新
た
に
ト
ン
ネ
ル
の
詳
細

設
計
を
実
施
さ
れ
る
予
定
。

並
行
し
て
地
権
者
等
に
説
明

を
行
い
、
用
地
測
量
や
補
償

調
査
の
準
備
を
進
め
る
。�

問
　
今
後
の
事
業
の
遅
延
は
。�

答
　
事
業
認
可
期
間
は
、
平

成
22
年
４
月
か
ら
平
成
29
年

３
月
ま
で
の
７
ヵ
年
で
あ
り

現
段
階
で
は
計
画
ど
お
り
、

28
年
度
の
完
了
目
標
で
あ
る
。�

�

安
居
　
正
倫�

�

問
　
稲
枝
商
工
会
へ
の
市
補

助
が
、
彦
愛
犬
管
内
で
極
め

つ
き
に
低
い
こ
と
か
ら
、
稲

枝
商
工
会
へ
毎
年
増
額
要
望

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

な
ぜ
増
額
さ
れ
な
い
の
か
。

そ
の
理
由
と
今
後
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。�

答
　
彦
根
市
が
補
助
金
を
交

付
す
る
場
合
は
、
一
定
の
ル

ー
ル
、
割
合
な
ど
の
根
拠
に

従
い
交
付
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
単
に
他
町
と

の
比
較
だ
け
で
補
助
金
を
決

め
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
稲
枝
商
工
会
に
お

か
れ
て
は
会
員
増
加
等
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
ら
れ
、

そ
の
う
え
で
事
業
活
動
を
積

極
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

対
し
支
援
し
て
い
く
。�

�

安
澤
　
　
勝�

�

問
　
小
野
川
改
修
促
進
と
市

道
整
備
に
つ
い
て
。�

答
　
矢
倉
川
合
流
部
か
ら
西

内
町
付
近
の
１
・
７
㎞
の
改

修
が
完
了
し
て
い
る
。
上
流

部
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
国

道
８
号
バ
イ
パ
ス
整
備
に
併

せ
て
実
施
す
る
こ
と
を
強
く

要
望
。
ま
た
、
小
野
川
右
岸

堤
防
道
路
に
お
け
る
宮
田
町

西
山
地
先
か
ら
上
流
部
の
市

道
整
備
に
つ
い
て
は
、
ほ
場

整
備
事
業
に
併
せ
用
地
を
取

得
す
る
方
針
で
進
め
て
お
り
、

着
工
は
国
道
８
号
バ
イ
パ
ス

整
備
の
進
捗
を
勘
案
し
な
が

ら
実
施
す
る
。�

問
　
県
道
彦
根
水
谷
線
の
早

期
改
良
に
つ
い
て
。�

答
　
鳥
居
本
地
域
に
と
っ
て

は
重
要
な
道
路
と
認
識
し
て

い
る
。
県
に
実
施
を
要
望
。�





※この広報紙は48,100部作成し、１部当たりの印刷単価は５円（１円未満切捨）です。�

※
ひ
こ
ね
市
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。�
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市
議
会
で
は
、
会
派
を
超
え
た
議
員
有
志

に
よ
る
議
会
開
放
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
組
織
し
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
６
月
定
例
会

開
会
日
の
６
月
13
日
（
月
）
に
第
11
回
議
場

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
詩
吟
の
曲
に
あ
わ
せ
て
詩
文
の

内
容
を
舞
で
表
現
す
る
詩
舞
で
、
詩
舞
道
錦

城
流
彦
根
支
部
の
皆
さ
ん
総
勢
７
名
を
お
招

き
し
、
「
近
江
八
景
」
や
「
山
中
月
」
な
ど

を
約
30
分
間
、
演
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
な
お
、
今
年
度
は
、
彦
根
市
制
75
周
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
彦
根
に
ゆ
か
り
の
あ
る

演
目
を
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
彦
根

城
の
四
季
折
々
が
描
か
れ
て
い
る
「
彦
根
城

四
趣
」
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
議
場
に
は
、
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
静
と
動
を
組
み
入
れ
た
詩
舞
の
表
現

に
、
し
ば
し
と
き
を
忘
れ
て
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。�


